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革新的イノベーションの達成可能性という点から吟味する。































































































































































































































な競争圧力にあるために、その短期平均費用曲線 1 は、図 2 の A 点で、右下がりの需要曲線









「破壊的イノベーション B」が新たな設備投資によって実現されれば、図 2 上で短期平均費
用曲線 2 が実現され、当該企業は A 点から B 点にシフトし、競合先企業よりも有利なポジシ
ョンにつく。同様のパターンで、「破壊的イノベーション C」が「破壊的イノベーション C」
と一層の設備投資によって実現する。


















































































ら「複合財としての特殊品」である主要部品は O. Williamson の定義からは、全量、内製せざ
るを得ないためである。内製しなければ市場調達にかかる取引費用が膨大になる xviii。全量内
製しても、企業内取引費用は、市場取引費用よりは少ないものの、取引費用最小化が達成可
能な J 選好の場合の取引費用（市場取引費用プラス企業内取引費用）よりは大きい xix。この
ため、第Ｉ章で論じたように、J 選好のポスト・フォーディズム型組織に対し、非 J 選好のフ
ォーディズム型組織では、コスト面で対抗できない。これを回避するために、「複合財として
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（O. Williamson の定義による。参考文献 No.10）が、さらに「特殊品」としての特性を持つ部品から構
成されていることを意味する。O. Williamson の考え方によれば企業内で内製すべき特殊度の高い部品で
あっても、J 選好のもとでは一部外注することにより、取引費用を最小化できることを筆者は論じた。




v 非 J 選好とは「長期取引を恒久的に継続することの利益よりも、短期取引で機会主義的な利益を上げる
ことを選好する」ことを意味する。筆者は、従来、これを「非日本型選好」としていたが、注 i と同等

















いては、本稿第 I 章及び第 II 章で詳しく論ずる。参考文献 No.34。





xi 「特殊品」については、注の iv を参照








xix 参考文献 No.4 から 8 および 18 から 34。特に、No. 28 および No.34。
xx 参考文献 No.13「モジュール化」
